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※具体的な行動が変わるように詳細に行動を縛る

◇3年間で埋めるべき

◇現在の自分のスキル

◇目標人物のスキル

3年後のなりたい姿

GAPの確認

GAPを埋める為に次の半年間でやる事

10月開催の応用情報技術者試験を取得する

プレゼン力アップの為に、プレゼン関連の書籍を半年で9冊読む（2か月で3冊ペース）

スケジュールに余裕を持つために生産性を上げる。その為にJavaの開発力をアップさせる。セミナーに毎月4回参加する

お客様からの依頼で自分が対応できるものは常に手を上げて対応する。

次の半年で自分の下にメンバーを1名つけてもらう。その為に教育スケジュールを作成しお客様に提案し、採用される

専門スキル
要件定義や設計を任されるほどの知識が不足している。今の仕事でも上流を任せたいと思われるほ
どの成果が出せていない。

基本スキル
プレゼン力が無い。改善案を考えられるぐらい気持ちに余裕をもち、広い視野で仕事が出来ていな
い。

スタンス
成果物以外の部分で評価されていない。結果としてメンバーを付けられるレベルの評価を得られてい
ない。

専門スキル プログラムがメインとなっており、要件定義や基本設計はほとんどやったことが無い

基本スキル 改善案をほとんど提案できていなく、プレゼン力にも自信がない

スタンス 成果物は問題ないが、評価は可もなく不可もなく。自分の下にメンバーがついていない。

スタンス
成果物も仕事の姿勢もお客様からの評価が高く、新卒社員を毎年受け入れるぐらい期待されてい
る。

専門スキル 要件定義を担当。過去にはJavaのSEPGとして複数のシステム開発を経験する。

基本スキル プレゼンがうまく改善提案がほとんど採用されている。

具体的な目標人物 技術部部長　Bさん

基本スキル システム開発をする上で、お客様にシステムの改善点をプレゼンし、採用される。

スタンス
どんな状況でもお客様の依頼全てを気持ちよく受け入れ対応し、お客様の期待水準以上の成果物を
上げる。

【セルフブランディング】目標設定シート

鈴木　花子 2018.5.14 2018.6.1　～　2018.12.31

専門スキル 要件定義～基本設計も対応できるJavaの上流エンジニア。
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